
放射線利用における安全文化の醸成の大切さ(原子力規制庁）:
平成29年度法改正：自主的、継続的な安全性向上、教育訓練の時間数見直し

→ 新しい教材開発、実習の重要性が増している
・教育訓練の自由度の増加
・実践的な訓練が効果的

放射線業務従事者：
大学で初めて放射線取扱を経験

大学における放射線教育の充実こそが、
放射線防護、安全文化醸成の最も有効な手段

効果的な教育及び訓練を継続して実施し、放射線作業者の
放射線防護に対する知識と意識を向上させるためには、
教育を提供する側および施設管理担当者の資質向上が極めて重要

健全な放射線防護実現のための
アイソトープ総合センターをベースとした

放射線教育と安全管理ネットワーク

計2１の国立大学RIセンターで構成されたネットワークが中核となり、教育プログ
ラム開発、従事者管理システムの連携体制を構築、安全研究の重点テーマ案の検討

本ネットワーク（採択テーマ）



１．ネットワーク幹事会及び全体会議の開催
（１）ネットワーク幹事校会議の開催
（２）ネットワーク全体会議の開催
（３）平成３０年度安全研究重点テーマ案への協力

２．センター会議が所有する実習資産の公開、実習コンテンツの開発と実習を
含むプログラム検討会議の実施

（１）放射線安全管理担当職員の安全技術向上および研究支援に資する高度な
技術習得に向けた大学間ネットワークによる実習プログラムの開発

（２）分子イメージング技術利用推進検討会の開催

３．大学・研究機関の放射線従事者情報の共有化と一元管理
放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの
構築

４．事業進捗のPDCA
原子力規制庁及び同庁が任命するプログラムオフィサーに対し、進捗報告、
助言を仰ぐ

平成２９年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費
（健全な放射線防護実現のためのアイトープ総合センターをベースとした

放射線教育と安全管理ネットワーク）事業計画



事業計画（マイルストーン）
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篠
原

阪大

柴
田

名大

渡
部

東北
大

過去の実習
整理

各大学の従事者管理方法調査

会議開催

大学実施の
実習調査

実習内容検討

実習ガイド公開（順次）

安全管理教育
検討会議（名大）

安全管理教育
検討会議（阪大）

安全管理教育
検討会議（京大）

安全管理教育
検討会議
（幹事校持ち回り）

安全管理教育
検討会議
（幹事校持ち回り）

分子イメージング
検討会（徳島大）

会議開催 会議開催 会議開催

分子イメージング
検討会（岡山大）

分子イメージング
検討会（金沢大）

分子イメージング
検討会（未定）

分子イメージング
検討会（未定）

試験運用 本格運用

会議開催



本事業の進展状況

１.（１）幹事校（国立７大学）会議 H29/11/10（於: 名大）、H３０/１/6（於：阪大）、２/10（於：阪大）
・事業報告と進捗状況
・RI施設連携拠点化に関する議論
・重点テーマ案の協議

（２） 全体会議 H30/2/10（於：阪大）計２０の国立大学RIセンターの専任教職員が参加
・事業報告
・RI施設連携拠点化に関する議論、方針決定
・重点テーマ案の協議、次年度の調査研究のためのWG設置と座長の決定

（３）平成３０年度安全研究重点テーマ案への協力
本事業参加の２１大学の放射線利用者からテーマ案を募集した後、それらをまとめ、規制庁に提案した

２.（１）大学等に求められる放射線安全管理技術向上のための教育プログラム開発検討会議
H29/11/9、１０（於:名大）
参加者４３名、講師、スタッフ等２７名、計７０名（３７大学、３研究機関）が参加
・法令改正の動向(規制庁)および放射線利用と安全管理の国内の動きについての講演
・RI取扱実習のモデルプログラムをもとに、各施設での今後の実習への妥当性、適用性、拡張性等の検討
・核種定量分析の基礎実習としての妥当性検討（新学術領域研究、短寿命RI供給プラットホームからの協力有）
・他機関での実習例の紹介

（２）分子イメージング技術利用推進検討会 H29/11/１６、１７（於:徳島大）
参加者９名、講師、スタッフ等１２名、計２３名（８大学、１事業者）が参加
分子イメージングを安全に取り扱うための技術向上のための教育・実習に関するプログラムを検討
・学生による分子イメージングの体験談や基礎から臨床への研究についての講演
・装置の見学、画像解析手法の実習の検討
・分子イメージング技術拡大と安全利用のためのディスカッション

３. 放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの構築
・現状の従事者管理状況のアンケートを実施
・SINET5を利用した国立７大学間のネットワーク接続方法の検討
・各設備の動作チェック
・外国での放射線管理状況の調査（進行中）

４．事業のPDCA
幹事校会議、全体会議にはPOとPO補佐が参加し意見を頂くとともに、随時進捗状況報告し助言を受けた



平成２９年度本事業成果の発表

学会発表（口頭発表）
吉村崇、健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センターをベースとした
放射線教育と安全管理ネットワークの紹介、日本放射線安全管理学会１２月シンポジウム

本事業の内容紹介は、
大学等に求められる放射線安全管理技術向上のための教育プログラム検討会議
（名古屋大学にて実施）、分子イメージング技術利用推進検討会（徳島大学にて実施）
でも行った。

大阪大学RIセンターニュース（３月刊行予定）にて本事業を紹介

ホームページの公開 http://www.rirc.osaka-u.ac.jp/daigakuRI_network/index.html

過去３年分の
安全管理教育検討会議
（H28以前は、安全管理担当教職員研修）

分子イメージング検討会
（H28以前は、分子イメージング教育研修

プログラム）

実習テキストの
ダウンロードを可能に



平成２９年度本事業自己評価

事業項目 事業内容 事業成果 自己
評価

１. （１）ネット
ワーク幹事会
（２）全体会議の
開催
（３）重点テーマ
案作成

全体会議（１回）、
幹事校会議（３回）を開催、
H30重点テーマを提案、
H31重点テーマ案の作成と
そのWG設置を決定

事業の進捗管理が出来た。採択時での事業項目
に加えて、ネットワークを主体とする新しい構
想（拠点化構想）が立ち上がり、その具体的な
道筋が出来た。その新構想に基づく重点研究
テーマ案の作成とその研究テーマの課題抽出・
検討のためのWGの設置が出来た。

◎

2.（１）安全管理
教育検討会議

大学等に求められる放射線安全
管理技術向上のための教育プロ
グラム開発検討会議開催

３７校、３研究機関が参加し、実習モデルプロ
グラムの紹介、妥当性、適用性を検討出来た。
過去３年分の実習テキストをダウンロードでき
るよう、HPをセットアップした。

◎

2.（２）
分子イメージング
検討会

分子イメージング技術利用推進
検討会の開催、WG会議開催

８大学、１事業者が参加し、分子イメージング
技術の実習検討、安全利用のための情報共有が
出来た。過去３年分の実習テキストをダウン
ロードできるよう、HPをセットアップした。

◎

3. 従事者情報
共有化と一元管理

従事者管理方法のアンケート
実施、SINET５を用いた
ネットワーク接続

各校の現状の従事者管理法の情報を得た。仮想
ネットワークを設置、接続を確認出来た。

◯

４.事業進捗の
PDCA

POに事業の進捗状況を報告し、
助言をうける。

POからの適切な助言を受けて、事業の適切な
進捗管理が出来た。

◯

当初の計画とは異なる事業の変更点（軽微変更）：RI施設の連携拠点化を目指した研究を追加

◎ 当初の計画以上の成果、 ◯ 当初の計画通りの成果



放射線施設の連携、拠点化に関する研究
１）長期的視点に立った施設の運営（施設維持の方針）のアンケート調査
２）非密封施設廃止の簡便安価なモデルケース実施とガイドライン作成
３）施設の休止の場合に、管理業務の一部免除等を含む施設休止の

ルール作成の調査研究
４）他大学、他機関しか利用しない従事者の放射線管理に関するルール作成の

調査研究
５）被ばく情報一元管理のためのシステムの構築

放射線教育に関する研究
６）改正RI法に対応した教育教材の開発
７） N災害対応のための消防署員への放射線教育プログラム開発と教育教材、

資材の提供

健康診断に関する研究
８）特殊業務健康診断の省略に関する調査研究

放射線安全管理に関する研究
９）放射線発生装置施設における危険性の定量的評価研究

１０）BNCT用加速器の安全基準に関する研究
１１）核燃料、強度の強い線源、現状引き渡せない廃棄物の保管管理法の研究

1）〜５）の課題については、WGを設置

H31以降の安全研究重点テーマ案として検討中のテーマ

など



計2１の国立大学RIセンターで構成されたネットワークが中核となり、教育プログラム開発、
従事者管理システムの連携体制を構築、安全研究の重点テーマ案の検討

本ネットワーク

全国のRI施設の連携拠点化へ

日本学術会議の提言
「大学等における非密封放射性同位元素

使用施設の拠点化について」

将来的に、非密封RI施設の
拠点化、集約が必須

大学等RI施設連携拠点化を目指した調査研究
本ネットワーク事業の目的:

WGを立ち上げ、課題の抽出・検討（本ネットワーク21校全てが参加）

規制庁重点研究テーマ案として提出

放射線施設の連携・拠点化進展のために必要な法的課題、
放射線教育、安全管理上重要な案件の抽出と検討



１．ネットワーク幹事会及び全体会議の開催
（１）ネットワーク幹事校会議の開催
（２）ネットワーク全体会議の開催
（３）平成３１年度安全研究重点テーマ案への協力

２．放射線施設の連携・拠点化進展のために必要な法的課題、放射線教育、
安全管理上重要な案件の抽出と検討に関する研究（事業追加項目）

（１）WGによる課題の抽出と検討

３．センター会議が所有する実習資産の公開、実習コンテンツの開発と実習を
含むプログラム検討会議の実施

（１）分子イメージング技術利用推進検討会の開催
（２）放射線安全管理担当職員の安全技術向上および研究支援に資する高度な

技術習得に向けた大学間ネットワークによる実習プログラムの開発
（３）大学実施の実習調査

４．大学・研究機関の放射線従事者情報の共有化と一元管理
放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの
構築

５．事業進捗のPDCA

平成３０年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費
（健全な放射線防護実現のためのアイトープ総合センターをベースとした

放射線教育と安全管理ネットワーク）事業計画
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事業計画（マイルストーン、事業追加項目を含む）
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篠
原
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吉
村
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H30
担当

渡
部

東北
大

過去の実習
整理

各大学の従事者管理方法調査

会議開催

大学実施の
実習調査

実習内容検討

実習ガイド公開（順次）

安全管理教育
検討会議（名大）

安全管理教育
検討会議（阪大）

安全管理教育
検討会議（京大）

安全管理教育
検討会議
（幹事校持ち回り）

安全管理教育
検討会議
（幹事校持ち回り）

分子イメージング
検討会（徳島大）

会議開催 会議開催 会議開催

分子イメージング
検討会（岡山大,
H30分担研究者）

分子イメージング
検討会（金沢大, 
H31分担研究者）

分子イメージング
検討会（未定）

分子イメージング
検討会（未定）

試験運用 本格運用

RI施設連携・拠点化進展のための調査研究

会議開催

研究準備、
WG設置


